
倉
」立
	
1
9
6
4
年
6
月
1
6
日

認
:
正
	
1
9
6
4
年
1
0
月
1
9
日

第
2
5
1
0
地
区
	
第
1
1
グ
ル
ー
プ

4
0

(
9
0
)

2
0
0
3
～
2
0
0
4

2
0
0
3
～
2
0
0
4
年
度

R
.
l
会
長

ブ
ョ
ナ
サ
ン
B
.
マ
ジ
イ
ア
ベ

国
際
□
-
9
リ
ー
の
テ
ー
マ

『
手
を
貸
そ
う
』

域
社
会
や
国
際
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
に
つ

い
て
興
味
深
く
有
益
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
.

会
員
は
.
推
薦
制
度

|
こ
よ
っ
て
入
会
し
.
そ
の
会

員
組
織
は
地
域
社
会
の
横
断
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
広
告
掲
載
:
斉
藤
	
紀
―
会
員

)

函
館
北
□
-
9
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
w
e
b
(
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
)
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

2
0
0
3
-
0
4
年
度
	
函
館
北
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
フ
の
事
業
目
標

・
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
例
会
移
動
案
内
)
電
話
2
6
-
3
:
7
0
番

四
つ
の
テ
ス
ト

言
行
は
こ
れ
に
照
ら
し
て
か
ら

|ヽ
″

V

1
.
真
実
か
	
ど
う
か

2
	
み
ん
な
に
公
平
か

3
.
好
意
と
友
情
を
深
め
る
か

4
.
み
ん
な
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か

北
村
	
祐
治
会
長
テ
ー
マ
『
Y
E
S
,
I
	
D
O
!
』

さ
あ
、
行
動
し
よ
う

!

岩
塚

，
苺〓

苺〓一一〓一

輩輩驚

一一■一■一苺苺嬌苺警簸
苺驚

‘一１１〓

饉苺

工
ヽ

只
4
0
名

3
9
名

出
席
規
定
免
除
会
員

1
名

出
席
率
規
定
免
除
会
員

1
名

当
	
日
	
出
	
席

2
5
名

当
	
日
	
欠
	
席

1
4
名

他
ク
ラ
ブ
出
席

6
名

山
	
	

蔵
	
	
.
へ
	
	

■
■

口
」
	
'
|
●
	
	

ロ
	
	
ロ

|
3
1
名

l
l
」

席
率

8
1
.
5
8
%

氏
晃

1
0
月
2
2
日
卓
話

《
第
1
9
4
1
例
会
》
第
1
7
号

1
0
月
2
9
日
(
水
)

卓
話
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

函
館
市
市
民
課
記
録
係
係
長
	
鈴
木
	
良
和
氏

☆会
長
北
村
祐
治

(
千尋 )
★
幹
事
柴
崎
晃

例
会
場
i
函
館
国
際
ホ
テ

|
ケ
	
T
1
4
0
-
1
0
6
4
函
館
市
大
手
町
5
-
1
0

医
療
法
人
社
同
	
藤
	
紀
	
会

斉
藤
鴇

科
化
器
科
医

院

函
館
北
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

H
a
k
o
d
a
t
e
	
N
o
r
t
h
	
R
.
C
.

T
h
e
	
Ⅵ
i
e
e
k
l
y
	
R
e
p
o
r
t
	
o
f

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

卓
話
「
不
正
薬
物
、
鉄
砲
の
密
輸
入
の
動
向
」

函
館
税
関
長
	
弥
陀
	
久
男
氏

例
i
)
日
1
母
I
]
7
1
罹 日

|
!
l
l
l
′

V
I
I
I
I
I
	
I
ヨ

]
i
局
|
|
]
1
:
市
A
千町

i
‐
|
|
ニチ

[
]
ビル

I
F

|
[
[
2
0
-
i
l
,
1

1
1
1
!
l
‐

|
I
I
I

院
長
斉

藤
紀

一
函
館
市
万
代
町
1
-
1
3
(
ダ
イ
エ
ー
万
代
店
横
)

T
E
L
(
0
1
3
8
)
4
5
-
1
1
1
8
1
代

)

出
席
率
対
象
会
員

瀬

1
	
-
般
会
計
の
健
全
化
―

途
」 立
5
0
周
年

|
こ
向
け
て

2
	
規
睦
「
こ
の
方
と
出
会
っ
て
よ
か
っ
た

|
」

-
2
0
0
3
年

9
月
2
1
曰
創
上
記
念
式
興
・
懇
規
会
が
最
大
の
「
親
睦
の
日
」

3
	
奉
仕
―

*
地
域
社
会
(
市
へ
交
通
安
全
車
(
1
∝
恥
c
)
の
寄
贈
(
記
念
事
業

)

□
―
タ
リ
ー
に
よ
る
新
世
R
へ
の
教
育
開
発
・
意
欲
開
発
を
目
指
す
.

―
子
供
・
家
庭
・
範
業
華

叙
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
―

*
国
際
奉
仕
:
国
際
奉
仕
活
動
の
・
身
'
を
育
て
る

今
.
他
□
で
は
.
一
万
円
の
奉
仕
の
価
値
が
十
イ8
・
二
十
`
|
こ

た
か
め
ら
れ
ま
す
.

「
R
1
	
3
4
0
0
地
区
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ョ
グ
ジ
ヤ
カ
ル
タ
・
タ
マ
ン
サ
リ
R
C
を

通
じ
て
.
小
学
梗

の
図
書
館
支
援
の
た
め
、
本
箱
・
机
・
本
1
5
0
0
冊
な
ど
の
物
品
を
寄
贈
す
る
.
」

4
	
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
委
員
会
を
設
置
し
.
当
ク
ラ
フ
と
外
の
ク
ラ
フ
と
の
情
報
を
円
滑
に
し
.
合
わ
せ
て

会
員
企
業
の
情
報
交
換
に
貢
献
す
る
.

5
	
友
人
の
言
動
に
好
意
を
示
し
.
友
人
の
成
長
を
願
っ
て
、 ・
手
・
を
貸
し
ま
し
ょ
う
。
一

―
―
t
e
r
i
d
	
a
卜
け
d
a
,
d
T
よ
e
	
A
c
t
,
α
,
w
i
t
h
	
o
J
	
h
e
a
t
f
e
l
t
	
c
a
e

―
―
f
α
	
R
O
t
a
プ
s
I
威
O
n
a
t
i
∝
u
	
v
l
s
(
α
l
l

◎
:
0
月
8
日
出
席
報
告

〓・ま陸」Ｆ●
Ｆ一Ｆ・・・・

菫

ロ
ー
タ
リ
ー
と
は

・
ロ
	
タ
リ
ー
は
.
事
業
お
よ
び
専
円
職
務
に
携
わ
る
人
の々
世
界

的
奉
仕
団
体
で
す
。
□
―
タ
リ
ー
は
、
人
道
的
な
奉
仕
を
行
い

.

あ
ら
ゆ
る
職
業

|
こ
お
い
て
高
度
の
道
徳
的
水
準
を
守
る
こ
と
を
奨

励
し
.
世
界
理
解
と
平
和
を
目
指
し
て
尽
力
し
て
い
ま
す
.

・
□
―
タ
リ
ー
は
.
世
界
で
最
初
の
奉
仕
ク
ラ
フ
で
す
。
最
初
の
□

―
タ
リ
ー
・
ク
ラ
フ
は
.
1
∝
6
年
2
月
2
3
日
に
.
米
国
イ
リ
ノ
イ

,
|
ヽ

|

シ
カ
ゴ
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

・
□
―
タ
リ
ア
ン
は
.
毎
週
.
例
会
を
開
い
て
.
親
饉
を
深
め
.
地

h
i
t
p
l
ノ
w
“
■
h
a
k
o
d
a
t
e
―
n
o
r
t
h
	
o
r
e
/

e
―
r
n
a
l
l
ア
ド
レ
ス
r
a
a
げ
@
h
よ
1
0
d
a
t
e
―
∩
o
r
t
h
	
o
r
g

ロ

次
回
・
1
1
月
5
日

プ
ロ
グ
ラ
ム



(
8
2
)

2
0
0
3
～
2
0
0
4
(
第
1
9
3
9
回
例
会
〉
第
1
5
号

1
0
月
1
5
日
の
記
録

◎
司
	
	
会
:
	
北
村
	
祐
治
会
長
	
	
	
◎
斉
:
	
唱
	
そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
、
四
つ
の
テ
ス
ト

◎
ゲ
ス
	
ト	
函
館
酸
素
仰
取
締
役
社
長
	
里
見
	
泰
彦
氏

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
'
,
館
R
.
C
.
川
端
久
雄
君
・
高
橋
研
二
君
.
函
館
東
R
.
C
.
ロ
ド
部
‐博
君

◎
会
長
報
告
	
北
村
	
祐
治
会
長

o
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
の
要
請
で
十
勝
沖
地
震
義
援
金
1
人
1
,
0
0
0
「
l
と
し
て
4
万
円
を
贈
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

o
1
0
月
1
8
日
函
館
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
創
立
3
0
周
年
記
念
式
典
に
当
ク
ラ
ブ
か
ら
8
名
出
席
予
定
で
す
。

◎
幹
事
報
告
	
柴
崎
	
晃
幹
事

0
2
0
0
4
年
5
月
2
3
日
～
2
6
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
す
国
際
大
会
の
登
録
案
内
が
来
ま
し
た
。

登
録
料
は
1
2
月
1
5
日
ま
で
に
申
し
込
む
と
会
員
一
人
3
0
0
ド
ル
、
ご
夫
妻
で
4
0
0
ド
ル
と
な
り
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
会
員
は
1
1
月
末
H
ま
で
に
幹
事
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

o
1
0
周
年
記
念
の
写
真
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
今
週
・
来
週
申
し
込
み
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
渡
部
	
二
康
委
員

ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
投
入
報
告

里
見
泰
彦
氏
(
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
)
…
…
B
O
X
に
協
力
.

北
村
	
会
長
…
…
里
見
様
本
日
は
よ
う
こ
そ
お
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。

山
下
(
D
会
員
…
…
B
O
X
に
協
力
。

増
田
	
会
員
…
…
	
	
″

戸
栗
	
会
員
…
…
	
	
″

小
笠
原
会
員
…
…
	
	
〃

松
見
	
会
員
…
…
	
	
″

青
山
	
会
員
…
…
	
	
″

V

(
8
3
)

◎
卓
話
	
|
ス
テ
ン
レ
ス
製
魔
法
瓶
の
開
発
に
つ
い
て

|

函
館
酸
素
(
株
)
取
締
役
社
長
	
里
見
	
泰
彦
氏

今
日
は
私
が
日
本
酸
素
在
籍
時
に
開
発
に
た
ず
さ
わ
っ
た
ス
テ
レ
ン
ス
製
魔
法
瓶
の
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

当
時
、
私
を
含
め
3
人
の
社
員
が
「
経
営
の
多
角
化
の
た
め
、
何
か
新
商
品
を
開
発
せ
よ
|
と
の
命

を
受
け
市
場
調
査
を
行
つ
た
と
こ
ろ
「
割
れ
な
い
魔
法
瓶
を
市
場
は
求
め
て
い
る
」
と
判
断
し
、
「
夢
の

割
れ
な
い
魔
法
瓶
|
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

会
社
自
体
も
重
厚
な
商
品
を
扱
つ
て
い
た
た
め
、	
日
銭
の
入
る
商
品
が
欲
し
い
と
い
う
事
も
開
発
の

後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

本
業
は
酸
素
や
チ
ッ
ソ
、
ア
ル
ゴ
ン
等
を
製
造
し
、
大
手
金
鋼
メ
ー
カ
ー
等
に
販
売
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
技
術
の
工
程
の
中
で
真
空
断
熱
技
術
を
保
有
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
応
用
し
て
開

発
が
進
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
失
敗
や
苦
労
を
経
て
、
「
夢
の
魔
法
瓶
|
が
出
来
、
安
い
コ
ス
ト
で
大
量
生
産

す
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

販
売
本
数
は
販
売
後
4
年
間
で
1
0
0
万
本
、	
1
0
年
で
7
0
0
～
8
0
0
万
本
、
ビ
ー
ク
時
は
ア

ウ
ト
ド
ア
用
品
が
注
目
さ
れ
始
め
た
時
期
で
、	
1
0
0
0
万

本
の
市
場
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

日
本
で
の
シ
ェ
ア
は
4
割
で
、
最
大
の
市
場
で
も
あ
り
ま
す
。

新
商
品
を
商
品
化
す
る
ま
で
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
む
事
か
ら
始
ま
り
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
→
市
場
調
査
〉技
術
的
に
作
れ
る
か
→
売
れ
る
か
等
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
1
社
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
1
事
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
生
々
し
い
秘
話
も
あ
り
ま
す
が
.
今
日
は
こ
の
辺
り
で
…
…
。

(
会
報
担
当者

1
青
山
	
栄
一
委
員
)

‐▼

▼

ロロロハ　　ロロ＾

△ム　△バ

田田　＋世禾

吉同¨　エー



(
8
7
)

(
8
8
)(
3
)
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
街
の
活
性
化
と
し
て
「
観
光
」
に
着
日
し
た

☆
函
館
市
の
観
光
構
想
～
年
間
観
光
客
を
5
0
0
万
人
か
ら
7
5
0
万
人
ヘ

☆
ホ
テ
ル
の
稼
働
率
は
、
夏
場
9
0
%
、
冬
場
4
0
%
で
あ
り
、
冬
場
の
増
加
が
決
め
手

☆
函
館
の
特
性
を
′L
か
し
た
冬
の
イ
ベ
ン
ト
は
な
い
か
'

↓

函
館
を
日
本
一
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
似
合
う
街
に

!

⇒
雪
の
降
る
街
で
な
い
と
い
け
な
い

⇒
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
街
で
な
い
と
い
け
な
い

↓

は
こ
だ
て
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
構
想

(
4
)
第
1
回
(
1
9
9
8
年
)
～
第
3
回
(
2
0
0
0
年
)
ま
で

⇒
青
年
会
議
所
が
実
行
委
員
長

(
5
)
第
4
回
(
2
0
0
1
年
)
～
第
5
回
(
2
0
0
2
年
)
ま
で

→
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
実
行
委
員
長

2
.
こ
れ
ま
で
の
成
果
や
反
留
に
つ
い
て

(
1
)
1
9
9
9
年
(
社
)
日
本
青
年
会
議
所
北
海
道
地
区
褒
賞
	
道
知
事
賞

(
2
)
同
年
(
社
)
|
1
本
青
年
会
議
所
全
国
褒
賞
	
準
グ
ラ
ン
プ
リ

(
3
)
日
銀
函
館
支
店
発
表
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
～
開
催
5
年
間
で
7
3
億
円

主
要
ホ
テ
ル
宿
泊
客
数
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
搭
乗
者
数
、
五
稜
郭
タ
ワ
ー
搭
乗
者
数
に
つ
い
て
平
成

9
年
(
1
9
9
7
年
)
1
2
月
実
績
を
1
0
0
と
し
た
場
合
、
フ
ア
ン
タ
ジ
ー
開
催
年
の
平
成
1
0
年
度
は
そ

れ
ぞ
れ
1
0
3
.
1
1
2
.
1
l
l
で
あ
っ
た
も
の
が
、	
5
年
目
の
平
成
1
4
年
度
は
1
3
3
,
1
6
7
,
1
4
1
と
軒
並
み
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
増
口,
	
	
正
委
員

ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
投
入
報
告

北
村
	
会
長
…
…
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
岩
塚
様
を
歓
迎
し
て
。

柴
崎
	
幹
事
…
…
B
O
X
に
協
力
。

大
谷

小
笠

野
田

増
山

員員員員

△〓　　△広　　△ム　　〈バ

原

今
日
、
取
引
が
成
立
し
ま
し
た
。

3
0
X
に
協
力
。

〃

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
岩
塚
様
を
歓
迎
し
て
。

V

く
蓼
業
概
要
〉

姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
市
か
ら
モ
ミ
の
木
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
電
飾
な
ど
を
施

し
ベ
イ
エ
リ
ア
洋
上
の
船
L
に
設
置
す
る
。
こ
の
1
海
に
浮
か
ぶ
美
し
い
巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

|

を
メ
イ
ン
事
業
と
し
、
メ
イ
ン
会
場
や
市
内
各
地
で
各
種
催
し
物
を
開
催
す
る
.

く
今
年
度
の
重
点
テ
ー
マ
〉

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
よ
り
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
市
民
参
加
で
創
り
上
げ
る
も

の
へ
発
展
さ
せ
る
こ
と

1
.
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ア
ン
タ
ジ
ー
出
現
ま
で
の
経
緯
と
現
在
ま
で
～

(
1
)
1
9
9
2
年
、
函
館
で
(
社
)
日
本
青
年
会
議
所
全
国
大
会
開
催

⇒
1
5
0
0
0
人
が
来
函
、	
1
人
当
り
1
0
万
P
I
消
費
、
経
済
波
及
効
果
4
3
億
円

(
2
)
1
9
9
4
年
、
函
館
コ
ン
ベ
ン
ン
ヨ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
立
ち
上
げ

Vヽ
″

◎
卓
皓
	
1
函
館
市
民
が
創
る
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

悌
函
館
帝
産
バ
ス
取
締
役
社
長
	
岩
塚
	
晃
一
氏

く
事
業
目
的
〉

1
.
「
冬
季
観
光
の
推
進
」

2
.
「
市
民
・
企
業
・
行
政
の
一
体
型
の
取
り
組
み
事
業
」

3
.
「
姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
市
と
の
友
好
促
進
」

3
.
今
年
度
(
第
6
回
目
)
の
概
要

今
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
は
カ
ナ
ダ
大
使
館
の
協
力
の
も
と
.
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
出
身
の
5
人

組
バ
ン
ド
の
来
日
H
l
演
で
す
。
こ
れ
は
初
日
の
1
2
月
1
1
1
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
は
函
館
市
.
函
館
商
工
会
議
所
.
(
社
)
函
館
国
際
観
光
コ
ン
ヘ

ン
ン
ョ
ン
協
会
を
中
心
と
し
た
2
7
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。



(
8
6
)

2
0
0
3
～
2
0
0
4
〈
第
1
9
4
0
回
例
会
)
第
1
6
号

1
0
月
2
2
日
の
記
録

◎
司
	
	
会
	
北
村
	
祐
治
会
長
	
	
	
◎
斉
	
	
唱
	
我
等
の
生
業
.
四
つ
の
テ
ス
ト

◎
ゲ
ス
	
ト
	
1
抑
函
館
帝
席
バ
ス
取
締
役
社
長
	
‖
塚
	
晃
・
氏

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
函
館
R
.
C
.
川
端
久
雄
君
、
函
館
東
R
.
C
.
横
山
俊
久
君

◎
会
長
報
告
	
北
村
	
祐
治
会
長

o
2
0
0
5
-
2
0
0
7
年

度
R
I
理
事
と
し
て
群
馬
県
高
崎
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
.
重
田
政

信
氏
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

o
函
館
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
創
立
3
0
周
年
記
念
式
典
並
び
に
長
万
部
R
.
C
.
へ
の
例
会
出
席
報
告

O
今
井
定
一
会
員
へ
米
山
功
労
者
の
感
謝
状
並
び
に
ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
・
フ
ェ
ロ
ー
の
メ
ダ
ル
が
届
き

ま
し
た
の
で
伝
達
致
し
ま
す
。

◎
幹
事
報
告
	
柴
崎
	
晃
幹
事

O
当
ク
ラ
ブ
1
1
月
1
2
日
の
例
会
は
夜
間
例
会
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
	
均
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
も
出
席
予
定
で
す
。

o
2
0
0
4
年

国
際
大
会
の
ご
案
内
を
致
し
ま
し
た
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
.
	
1
2
月
1
5
日
中
し
込
み
分
ま
で
登
録
料
3
0
0
ド
ル
で
す
。
以
降
少
し
づ
つ
高
く
な
り
ま

す
の
で
、	
1
1
月
中
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

o
函
館
R
.
C
.
1
0
月
3
0
日
自
主
休
会
.
函
館
東
R
.
C
.
1
1
月
1
1
日
夜
間
例
会
に
変
更
で
す
。

0
本
日
6
時
3
0
分
大
黒
屋
に
於
て
歴
代
会
長
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
歴
代
会
長
の
方
ご
出
席
お
願

|ヽ
″

‐

▼

(
8
9
)

4
.
今
後
の
課
題

財
政
面
が
一
番
の
課
題
で
す
が
.
今
年
度
は
約
4
5
0
0
万

円
の
予
算
で
の
運
営
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
補
助
金
な
ど
も
頂
い
て
お
り
ま
す
が
ほ
と
ん
と
は
協
賛
金
や
寄
付
金
で
あ
り
.
そ
の
不
足
を

補
う
べ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
作
成
・
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

人
材
面
に
お
い
て
も
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
強
化
し
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
た
に

大
門
祭
実
行
委
員
会
や
函
館
大
学
、
未
来
大
学
の
学
生
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

若
い
方
々
の
力
で
強
化
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
ベ
イ
エ
リ
ア
(
金
森
倉
庫
周
辺
)
だ
け
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る

だ
け
.
と
の
声
も
間
か
れ
る
の
で
、
ベ
イ
エ
リ
ア
を
発
信
地
と
し
て
市
内
全
域
を
盛
り
L
げ
、
さ
ら

に
市
内
だ
け
で
は
な
く
大
沼
や
渡
島
全
域
へ
と
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
沼
は
雪
・
水

も
あ
り
す
ば
ら
し
い
景
勝
地
で
も
あ
る
の
で
、
観
光
客
が
1
日
日
は
函
館
、	
2
日
日
は
大
沼
周
辺
と

数
日
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
て
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
期
間
に
つ
い
て
は
今
年
度
は
1
2
月

1
日
か
ら
2
5
日
ま
で
で
す
が
、
こ
れ
を
2
月
、	
3

月
ま
で
ひ
っ
ぱ
っ
て
、	
1
2
月
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
冬
季
を
と
う
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
し

て
い
き
た
い
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
冬
季
は
道
東
へ
流
れ
て
い
る
観
光
客
を
道
南
へ
持
っ
て
く

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

(
会
報
担
当
者
:
渡
部
	
~
康

委
員

)

|
|
します。

縁


